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報
告
雪
に
よ
る
と
、
傷
の

原
因
が
生
じ
た
の
は
、
貯
蔵

庫
を
建
設
中
の
一
九
九
二
年

十
一
月
ご
ろ
。
Ａ
と
Ｂ
の
二

つ
あ
る
ピ
ッ
ト
の
う
ち
傷
の

見
つ
か
っ
た
Ｂ
ピ
ッ
ト
壁
面

で
裏
当
て
金
と
ス
テ
ン
レ

ス
内
壁
と
の
間
を
密
着
さ
せ

る
た
め
の
シ
リ
コ
ン
コ
ー
テ

伊方原発貯蔵

四
国
電
力
伊
方
発
電
所
茜
宇
和
郡
伊
方
町
九
町
越
８
号
機
の
使
用
済
み
核
燃
料
壁
減
庫
重
一
頁
中
旬
ス

テ
ン
レ
ス
製
内
壁
と
麓
通
す
る
サ
ビ
状
の
傷
が
見
つ
か
っ
た
問
題
で
四
龍
は
十
九
日
、
県
と
伊
方
町
に
最
終
報

告
雪
を
提
出
し
た
。

残内
留壁
応裏
力倶I
とに
塩付
素善
の。
影溶
響接
で音E
応の

イ
ン
グ
施
工
中
、
塩
分
を
含

ん
だ
雨
水
が
ピ
ッ
ト
内
に
侵

入
。
こ
の
た
め
、
コ
ー
テ
ィ
ン

ゞ
グ
部
を
削
り
取
り
再
施
エ
し

た
。
そ
の
際
、
裏
当
て
金
の
表

面
保
謹
テ
ー
プ
の
一
部
が
破

れ
塩
素
を
含
ん
だ
削
り
粉
が

一
睡
言
ヵ
鴎
・
信
義
震
鵬
量
詣
幸
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漏
え
い
防
止
対
策
徹
底
へ

力
腐
食
割
れ
が
進
行
し
、
ス
テ

ン
レ
ス
板
を
貫
遍
し
た
と
推
定

し
て
い
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
ば
く
調

査
の
た
め
切
り
出
し
た
個
所
ば

新
し
い
ス
テ
ン
レ
ス
板
や
雲
当

て
金
な
ど
で
復
旧
。
そ
の
後
、

塩
素
溌
度
の
確
認
や
液
体
浸
透

探
傷
検
査
な
ど
で
安
全
性
を
確

認
す
る
。
さ
ら
に
、
３
号
機
の

Ａ
、
Ｂ
両
ピ
ッ
ト
内
壁
の
溶
接

部
に
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し

て
漏
え
い
を
防
止
す
る
、
な
ど

四
国
電
力
は
十
九
日
、
伊

方
発
電
所
２
号
機
（
加
圧
水

型
軽
水
炉
、
五
十
六
万
六
千

伊
方
２
号
機
羽
日
か
ら
定
検

と
し
て
い
る
。

四
電
は
十
九
日
、
１
号
機

の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
の
予
熱
用
蒸
気
調
整
弁
か

ら
の
蒸
気
漏
れ
な
ど
三
件
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
も
県
、

伊
方
町
に
報
告
雷
を
提
出
し

た
。露

）
の
第
十
四
回
定
期
検
査

を
今
亘
一
十
三
日
か
ら
八
局

上
旬
ま
で
実
施
す
る
、
ど
発
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